
宮城県

岩沼市

岩
沼
市
と
の
交
流

夏
ま
つ
り
に
参
加

　

毎
年
、袋
井
市
か
ら「
い
わ
ぬ
ま
市
民
夏
ま

つ
り
」に
参
加
し
て
お
り（
昨
年
・
今
年
は
中

止
）、農
業
者
に
よ
る
お
茶
の
販
売
や
袋
井
太

鼓
の
披
露
、木
原
大
念
仏
の
練
り
歩
き
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

相
互
学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
実
施

　
昨
年
・
今
年
、岩
沼
市
の
小
・
中
学
校
の
学
校
給

食
で
ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
袋
井
市
で
は
年
に
1
度
、「
岩
沼
給
食
の
日
」が

あ
り
、宮
城
県
の
郷
土
料
理「
お
く
ず
が
け
」な
ど

が
提
供
さ
れ
ま
す
。　
　
　

　
こ
の
よ
う
に
、食
を
通
じ
て
お
互
い
の
市
を
知

る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
に
よ
る
交
流
訪
問

　

各
種
事
業
で
市
民
が
互
い
の
ま
ち
を
相
互

に
訪
問
し
、交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

距離は遠くても身近な関係に

◆
岩
沼
市
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
岩
沼
巿
は
宮
城
県
の
南

部
に
位
置
し
、か
つ
て
は

「
門も

ん
ぜ
ん
ま
ち

前
町
」「
宿し

ゅ
く
ば
ま
ち

場
町
」と
し

て
栄
え
ま
し
た
。

　
東
北
の
空
の
玄
関
口
・

仙
台
空
港
の
所
在
地
で
、

鉄
道
や
国
道
の
分
岐
・
合

流
点
で
あ
る
な
ど
、現
在

も
交
通
の
要
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
友
好
都
市
へ
の
歩
み

　

岩
沼
市
と
袋
井
市
は
、東
日
本
大
震
災
の
災

害
支
援
を
き
っ
か
け
に
つ
な
が
り
を
深
め
、平

成
25
年
11
月
に「
防
災
交
流
都
市
協
定
」を
締

結
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、防
災
分
野
に
限
ら
ず
さ
ら
に
幅
広

い
分
野
で
の
交
流
の
輪
を
広
め
て
い
く
た
め

に
、平
成
28
年
10
月
に「
友
好
都
市
提
携
」を
締

結
し
ま
し
た
。

友好都市友好都市友好都市555周年周年周年

面　積 60.45平方キロメートル
人　口 43,910人（9月1日現在）

特産品 米、キュウリ、リンゴ、クー
ルボジャメロン、白菜

観　光 竹駒神社、金蛇水神社

防
災
分
野
で
の
連
携

　

袋
井
市
へ
の
物
資
搬
送
訓
練
や
、両
市
の
消

防
団
同
士
で
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
を
行
う
な
ど
、防
災
関
係
で
も
連
携
を

深
め
て
い
ま
す
。

千年希望の丘（慰霊碑）

　これからも新しいかたちの交
流に取り組み、距離は遠いけれ
ど身近に感じてもらえるように
両市の友好をより深めていきた
いと思います。
　新型コロナウイルス感染症が
落ち着いた際には、皆さんから
のご支援により東日本大震災か
ら復興した岩沼市の姿を、直接
ご覧いただきたいです。

岩沼市
さわやか市政推進課
広報広聴係

森慎吾係長

袋井市が岩沼市と友好都市提携をして5周年。今後も幅広い分野で交流を行い、
友好を深めていきます。　問秘書課秘書係　TEL44‐3１03

郷土料理「おくずがけ」（右下）

袋井市市民訪問団訪問（千年希望の丘）

袋井市への物資搬送訓練

車で約8時間
新幹線で約5時間

袋井市

岩沼市

岩沼市消防団の視察研修
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